
202６.5.１９ 

書記：斎藤 

 

20２６年度 学校関係者評価委員会 報告書および改善方策 

 

【開催日時】 

202６年 5月１９日（火） 13：00-15：00   

 

【会場】 

東京ベルエポック製菓調理専門学校 50４教室 

 

【出席者】 

① 学校関係者評価委員 

竹内 浩（調理分野：ケーヨーリゾート開発合同会社 シェラトン・グランデ・トーキョー・ベイ・ホテル） 

牧野 成一郎（製菓分野：グランドニッコー東京ベイ舞浜） 

上野 紘（カフェ分野：有限会社 FBC インターナショナル） 

森 章（高校関係者：拓殖大学紅陵高等学校 学校長） 

古澤 美華(保護者代表) 

澤田 光里（卒業生代表） 

 

② 学校関係者 

井上 美津子 

阿部 憲一郎 

湯澤 愛 

野﨑 淳一 

増田 哲平 

飯田 修一 

酒井 久義 

林 夕起子 

岡本 和大 

真田 信 

斎藤 真梨子 

 

【欠席者】 

田中 弘喜（近隣関係者：江戸川区仲町町会副会長）  

 

【目的】 

学校が実施した自己点検・自己評価に対して、第三者（業界・高校・保護者・卒業生等）の視点から評

価を受け、教育活動および学校運営の質向上・継続的改善につなげる。 

 



【議事録】 

 

１、井上学校長挨拶 

自己点検・自己評価は次年度の改善につながる重要な取り組みであり、外部の意見を取り入れる

ことが不可欠である。本委員会で得た意見を学校運営の向上に活かしていきたい 

 

2、委員自己紹介 

評価委員の皆様より自己紹介をいただく 

 

3、委員会の目的と流れの説明 

本校が学職業実践専門課程における要件（産学連携・情報公開・第三者評価）に基づき実施した

学校の自己点検評価（6 項目）に対して委員のみなさまにも評価をいただき、次年度改善へ反映

する。 

 

４、202５年度の自己点検・自己評価及び委員評価 

 

（１）教育理念・目標 

・「実学教育・人間教育・国際教育」を基盤とし、業界で長く活躍できる人材育成を目指す。 

・入学前～在学中～卒業後まで一貫したキャリア教育を実施する。 

 

（２）教育課程・教育活動 

・養成目的→教育目標→カリキュラムの体系で授業を設計している。 

・全科目にシラバス（養成目的・教科目標）を設定し計画的に授業を実施している。 

・本校の特徴は産学連携（舞浜エリアホテル等）を中心とした実践教育。 

・長期インターン（最大 5週間×2回）など現場体験を重視している。 

 

（３）学修成果 

・製菓衛生師合格率：90.2％ 

・中途退学率：5.9％ 

・退学理由：メンタル面・進路変更・留学生帰国等 

・就職率：就職希望者 100％（専門分野就職が大半） 

・離職率：約 11％（主因：人間関係・待遇） 

 

（４）学生支援 

・担任・キャリアセンター・学校全体で支援を行っている 

・臨床心理士による相談窓口（トータルサポートセンター）も設置 

・医療支援（慶生会クリニック）を準備している 

・主体的な学びの支援として、放課後実習室開放等を積極的に行っている。 

 

（５）学生募集・多様な学生対応 



・学生募集は入学前教育として位置付け、オープンキャンパスを行っている。 

・合理的配慮や留学生支援の体制の整備に取り組んでいる 

・入学者数は目標未達（定員充足）が課題である。 

 

（６）教育環境・組織・運営 

・教育設備・実習室の充実に取り組んでいる。 

・教職員研修は年間 30種以上じっしするなど、教育力向上に努めている。 

・DX教育やコンプライアンス教育にも積極的に取り組んでいる 

 

（７）社会貢献 

・子ども食堂（ヒルトン東京ベイ連携）の実施や学内店舗店舗運営（ワンハートサービス）に取り組ん

でいる。 

・献血啓発や地域のイベントなど地域連携活動にも積極的に参加している。 

 

５．委員からの意見・質疑応答 

本委員会の意見を踏まえ、以下の改善を推進する。 

 

（１）学生募集・退学対策について 

・定員未充足の原因分析と対策が必要である 

・通信制出身者や留学生の退学傾向に注目すべき 

 

（２）教育内容・カリキュラム 

・学生の興味・レベル差への対応の強化課題 

・専門性をより深める段階的教育の導入を検討してほしい 

・在学中に強み（得意分野）を見つける支援が重要 

 

（３）学生支援・育成 

・技術面だけではなく、精神的な強さや社会性の教育が必要である 

・多様な価値観を持つ学生への対応強化 

 

（４）学校運営への評価 

・産学連携や教育改善への継続的努力を高くする 

・組織的な教育体制や支援体制は評価できる 

 

５、閉会の挨拶（井上学校長） 

本委員会では、教育内容・学生支援・産学連携に対して高い評価が得られた一方、「定員充足」「学生

多様化への対応」「教育の個別最適化」が今後の重要課題として確認できた。いただいたご意見を

しっかり反映、検討してまいります。 

 

以上 


